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試作したハンズフリー型人工喉頭のうち、

バネが強い固定バンドに従来型の振動子を

取り付けた状況を写真７４に、母音を発声

した時の音声分析結果を図５１に示す。

写真７４ バネ強－従来型振動子

図５１ バネ強－従来型振動子の音声分析

音声分析結果を見ると、高い周波数帯を

除いて、従来の電気式人工喉頭の発声に近

い母音のパターンが見える。

バネが強い固定バンドに従来型の振動子

を取り付けた状態で、首を上下左右に複数

回動かした後の状態を写真７５に、その状

態で母音を発声した時の音声分析結果を図

５２に示す。

写真７５ 首を複数回動かした後の状態

図５２ 首を複数回動かした後の音声分析

写真７４と写真７５を比較すると、振動

子が固定バンドごとずれているのがわかる。

しかし、密着度が保たれているようで、母

音のパターンには、それほど大きな変化は

見られない。

あ い う え お あ い う え お
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バネが強い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状況を写真７６に、母音を発声

した時の音声分析結果を図５３に示す。

写真７６ バネ強－薄型振動子

図５３ バネ強－薄型振動子の音声分析

振動子の密着度があまり良くないことか

ら音漏れが多く、母音のパターンは十分に

は見られない。また音量も低い。

バネが強い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状態で、首を上下左右に複数回

動かした後の状態を写真７７に、その状態

で母音を発声した時の音声分析結果を図５

４に示す。

写真７７ 首を複数回動かした後の状態

図５４ 首を複数回動かした後の音声分析

写真７６と写真７７を比べると、先の場

合と同様に固定バンドごとずれており、首

を動かす前より、さらに音量、明瞭度とも

低下している。

あ い う え おあ い う え お
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バネが弱い固定バンドに従来型の振動子

を取り付けた状況を写真７８に、母音を発

声した時の音声分析結果を図５５に示す。

写真７８ バネ弱－従来型振動子

図５５ バネ弱－従来型振動子の音声分析

音声分析結果を見ると、高い周波数帯を

除いて、従来の電気式人工喉頭の発声に近

い母音のパターンが見える。

バネが弱い固定バンドに従来型の振動子

を取り付けた状態で、首を上下左右に複数

回動かした後の状態を写真７９に、その状

態で母音を発声した時の音声分析結果を図

５６に示す。

写真７９ 首を複数回動かした後の状態

図５６ 首を複数回動かした後の音声分析

写真７８と写真７９を比較すると、振動

子が固定バンドごとずれているのがわかる。

しかし、密着度は保たれているようで、母

音のパターンにはあまり大きな変化は見ら

れない。

あ い う え お あ い う え お
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バネが弱い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状況を写真８０に、母音を発声

した時の音声分析結果を図５７に示す。

写真８０ バネ弱－薄型振動子

図５７ バネ弱－薄型振動子の音声分析

音声分析の結果を見ると、薄型振動子の

ため音量が小さく全体的な色が薄くなって

いるが、一部に母音のパターンが見える。

バネが弱い固定バンドに薄型の振動子を

取り付けた状態で、首を上下左右に複数回

動かした後の状態を写真８１に、その状態

で母音を発声した時の音声分析結果を図５

８に示す。

写真８１ 首を複数回動かした後の状態

図５８ 首を複数回動かした後の音声分析

写真８０と写真８１を比較すると、これ

までよりは固定バンド、振動子ともずれが

少なく、逆に首を動かすことで密着度が高

まったのか、母音のパターンが全体的に薄

いものの、より見えるようになっている。

あ い う え お あ い う え お
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４種類のパターンでの発声の結果、モニ

ター評価者６は、バネが弱い固定バンドに

薄型の振動子を取り付けたものが良いとい

う意見であったことから、再度、それを装

着していただき、メモを取りながらの発声

をしていただいた。その時の状況を写真８

２に示す。

写真８２ メモしている状況

発声しながらメモを書く動作については、

「指の位置に慣れればＯＫ」との感想であ

り、また、試作装置については、「改良の余

地はあると思いますが、概ね良いと思いま

した」との感想であった。

例文による明瞭度については、最も明瞭

度が高かったのは、バネが弱い固定バンド

に従来型の振動子を取り付け、首を上下左

右に複数回動かした後のもので３．６点で

あり、最も明瞭度が低かったのは、バネが

強い固定バンドに従来型の振動子を取り付

け、首を上下左右に複数回動かした後のも

ので２．１点であった。尚、全体平均は３．

１点であった。

F-7．モニター評価者７ 女性

試験日：３月３日

従来の電気式人工喉頭の発声状況を写真

８３に、母音を発声した時の音声分析結果

を図５９に示す。

写真８３ 従来の電気式人工喉頭

図５９ 従来品の発声による音声分析

図５９の母音のパターンと試作装置の母

音のパターンを比較する。

あ い う え お


